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(57)【要約】
　本発明は、多モードユーザーインターフェースを含む
車両内指導システムを用いて車両内の運転者に指導メッ
セージを与える方法に関し、前記方法は、少なくとも一
つの指導作業を含む改善領域を前記指導システムに割り
当てること、指導作業を実行すべき運転状況を識別する
こと、前記指導作業及び前記運転状況に基づいて、所望
の運転挙動を促す指導メッセージを選択すること、及び
前記選択された指導メッセージを、前記多モードユーザ
ーインターフェースを使用して前記ドライバに与えるこ
と、を含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多モードユーザーインターフェースを含む車両内指導システムを用いて車両内の運転者
に指導メッセージを与える方法であって、
　－　少なくとも一つの指導作業を含む改善領域を前記指導システムに割り当てること、
　－　指導作業を実行すべき運転状況を識別すること、
　－　前記指導作業及び前記運転状況に基づいて、所望の運転挙動を促す指導メッセージ
を選択すること、
　及び
　－　前記選択された指導メッセージを、前記多モードユーザーインターフェースを使用
して前記ドライバに与えること、
　を含む方法。
【請求項２】
　－　前記与えられた指導メッセージに対する運転者の応答を記録すること、
　及び
　－　前記所望の運転挙動と前記運転者の応答との間の相関を判定すること、
　を更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記所望の運転挙動と前記運転者の応答との間の関係に基づいて目標達成を決定するこ
と、を更に含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　複数の決定された目標達成を加算することにより累積された目標達成を決定すること、
を更に含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　目標達成あるいは累積された目標達成に基づいて、前記指導システムに割り当てる改善
領域を選択すること、を更に含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　改善領域を割り当てることは、改善領域を運転者が手動操作で割り当てること、改善領
域を第三者が遠隔操作で割り当てること、あるいは改善領域を指導システムが自動的に割
り当てること、を含む請求項１乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　改善領域を運転者が手動で割り当てることの許容度が、前記運転者について累積された
目標達成に基づいて決定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記改善領域がバックオフィスユニットによって割り当てられる、請求項１乃至７のい
ずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記運転状況及び前記対応する指導作業が記録されて前記運転者がオフライン状態で再
検討できるようにし、それによって前記運転者が更なる指導メッセージを受けられるよう
にする、請求項１乃至８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記指導メッセージが、予め定められた複数の指導メッセージから選択される、請求項
１乃至９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記指導メッセージが、累積された目標達成に基づいて選択される、請求項４乃至１０
のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数の指導メッセージが、各指導作業についての詳細の度合いが異なる複数の指導
メッセージから成る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記記録された運転者の応答が、望ましい運転挙動についての今後の基準として使用さ
れる、請求項２乃至１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　運転者に指導メッセージを与える車両内指導システムであって、
　－　多モードユーザーインターフェース、
　－　運転状況を決定するように構成された複数のセンサ、
　－　前記複数のセンサにより識別された運転状況及び割り当てられた改善領域に基づい
て、所望の挙動を促すべく与えられる指導メッセージを決定するように構成された処理装
置、
　を備え、
　前記処理装置は、前記指導メッセージを、前記多モードユーザーインターフェースを介
して前記運転者に与えるように更に構成されている、指導システム。
【請求項１５】
　前記処理装置は、指導作業に対する運転者の応答に関連してその指導作業に対する望ま
しい挙動を評価するとともに、その評価結果をメモリー記憶装置に記憶するように更に構
成されている、請求項１３に記載の指導システム。
【請求項１６】
　多モードユーザーインターフェースを含む車両内指導システムを用いて車両内の運転者
に指導メッセージを与えるコンピュータプログラム製品を実現するコンピュータ可読媒体
であって、
　前記コンピュータプログラム製品は、プロセッサにより実行されるときに、
　－　少なくとも一つの指導作業を含む改善領域を前記指導システムに割り当て、
　－　指導作業を実行すべき運転状況を識別し、
　－　前記指導作業及び前記運転状況に基づいて、望ましい運転挙動を促す指導メッセー
ジを選択し、
　及び
　－　前記選択された指導メッセージを、前記多モードユーザーインターフェースを使用
して前記ドライバに与える、
　ように構成されたコードを含んでいるコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両の望ましい運転挙動を促すために車両の運転者に指導メッセージを与え
る方法に関する。本発明はまた、対応する指導システム及びコンピュータプログラム製品
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両の運転は、かなり多数の異なる作業を必要としており、それらには、例えば距離及
び車線の維持、（例えば直線道路上を運転しあるいはロータリーに入るときの）一般的な
認識、及びより複雑な交通状況、並びに具体的には車両の安全かつ経済的な運転に関連す
る問題が含まれている。
【０００３】
　現代の車両には、これらの作業を簡単にする異なるシステムが一般的に設けられていて
、例えばギヤシフトを最適化する電子システムや、車間距離の維持を考慮するアダプティ
ブクルーズコントロールシステム等を用いている。
【０００４】
　加えて、車両の安全でない運転挙動を指摘するフィードバックを車両の運転者にもたら
す、車両内の教育的なシステムの実施についての大きな進歩がなされてきた。そのような
システムは、例えば、運転者が眠くなりつつあることをシステムが識別した場合に運転者
に休むように指示する可能性を考慮し、あるいは車両の運転に関する規則の遵守に運転者
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が失敗した場合にフィードバックをもたらすことができる。例えば、彼／彼女が携帯多機
能電話によって気が散っている（例えば長時間にわたって道路から目を離しているように
見える）場合に、即時のフィードバックを運転者に与えることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　法律の遵守を怠っているときにあるいは安全かつ経済的な運転でないときに運転者を正
す改善がなされてきたが、望ましい運転挙動に従って車両を運転するように運転者を促す
ためには、更なる改善をもたらすことが望ましい。特に、特定の運転状況において、運転
者にかける期待に運転者を最適な方法で従わせるべく、運転者へのフィードバックを適合
させる可能性を考慮することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一つの態様によると、上記の課題は、多モードユーザーインターフェースを含
む車両内指導システムを用いて車両内の運転者に指導メッセージを与える方法により、少
なくとも部分的に満たされる。そして、この方法は、少なくとも一つの指導作業を含む改
善領域を有する指導システムを割り当てること、指導作業及び運転状況に基づいて指導作
業を実行すべき運転状況を識別すること、望ましい運転挙動を促す指導メッセージを選択
すること、選択された指導メッセージを、多モードユーザーインターフェースを使用して
運転者に与えること、を含んでいる。
【０００７】
　割り当てられる改善領域は一般的なものとすることができ、例えば「効率的な運転」あ
るいは「安全運転」といった領域の全体を記述する。他の状況あるいは実施形態において
は改善領域がより具体的であり、例えば「経済運転／燃費」、「損耗」、「不注意」及び
「危険な挙動」といった、言及した領域の下位部分であり得るより下位レベルのカテゴリ
ーを記述する。カテゴリー自体は、例えば急坂において、燃料効率がよい方法でギヤシフ
トする方法、困難な横断において、車両を扱う方法、あるいは安全な前方距離の維持とい
った運転者の日々の運転作業とし得る、特定の指導作業あるいは状況を含むことができる
。いくつかの状況あるいは実施形態においては、改善領域として１つの指導作業あるいは
複数の作業を割り当てることができる。
【０００８】
　本発明は、運転の様々な態様に関して運転者挙動を改良する効率的かつ教育学的な方法
は、様々な運転イベントに対する応答において、車両の運転者に望ましい挙動を促すこと
である、という理解に基づいている。改善領域が指導システムに割り当てられると、指導
システムは、指導が必要とされる運転状況が確認されたときに運転者に指導メッセージを
提示する。それによって、指導メッセージは、特定の作業ばかりでなく、例えば外部、車
両あるいは運転者に関連する状態といった、作業を遂行する状況に基づくものとすること
ができる。
【０００９】
　運転状況には、車両の運転状況及び運転者の状況を含めることができる。次いで車両の
運転状況には、例えば雨、降雪、暗闇といった環境条件を含めることができる。運転状況
には、車速、交通混雑、車線変更、前方の列、及び類似の車両及び交通に関連する状態を
含めることができる。運転者の状況は、他方では運転者の状態に関連し、例えば運転者の
眠そうな状態、作業負荷、注意散漫レベル、意思、機能障害等のパラメータを指すことが
できる。
【００１０】
　運転者には、車両統合運転者指導システムが与えられ、そのシステムは、（例えば機関
システム、空調システム、タコグラフ等の）基本的な車両システム、アクティブセーフテ
ィシステム、危険な運転イベント（例えばでき事、ほとんど衝突、衝突）を取り込むシス
テム、（例えば、特定の道路区分上で特定の車両トレーラの組合せを最適に扱う方法とい
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った）目標とする指導イベントを取り込むシステム、情報（例えば、ＣＡＮデータ、アク
ティブセーフティシステムデータ、例えばスマートフォン加速度計あるいはＧＰＳデータ
といった追加のセンサデータ）及び映像（例えば、車両と一体化されたカメラ、多機能電
話、あるいは追加のカメラで取得した映像）を、テレマティックス（例えば車両内テレマ
ティックスシステム、スマートフォン）を用いて、車両から離れた分析センター（例えば
オンラインチャットサービス、記録されたメッセージ、手動あるいは自動の分析を与える
トレーニングセンター）に／から伝達できるシステムからの情報を用いる。
【００１１】
　指導メッセージは、好ましくは、指導システムの多モードユーザーインターフェースか
らのオーディオ、音声、映像あるいは触覚型の出力、あるいはそれらの組み合わせの形態
で与えることができる。多モードインタフェースは、オーディオ、音声、映像あるいは触
覚型の出力のうちの少なくとも２つによって、運転者に出力を与えることができるインタ
フェイスと理解されるべきである。指導メッセージの供給形態は、例えばイベントのタイ
プ、周囲の状況及び運転者の状態といったパラメータの範囲によって、自然に決まる。例
えば、交差点の左側に目を向けるように運転者を促す指導メッセージは、音声指示と視覚
的指示とを組み合わせることができる。更に視覚的指示は、望ましい挙動、例えばフロン
トガラスの左側部分の視覚的指示に基づくものとすることもできる。それに代えて、ある
いはそれに組合せて、視覚的指示は運転者の確認された挙動に基づくものとすることがで
きる。例えば、運転者が右側に目を向けている場合、運転者が左側に目を向けるべきこと
を示す表示をフロントガラスの右側に与えることができる。
【００１２】
　本発明の一実施形態では、この方法は、与えられた指導メッセージに対する運転者の応
答を記録すること、及び望ましい運転挙動と運転者応答との間の相関を決定することを更
に含むことができる。
【００１３】
　車両統合運転者指導システムは、指導作業を実行できる運転状況の決定ばかりでなく、
指導メッセージを与えた後の運転者応答の記録も可能にすることができる。指導システム
は、例えば難しい交差を通るナビゲーションの間におけるタイミング、速度、位置及びブ
レーキペダル圧力を記録できる。記録し得る他の可能性のあるパラメータは、例えば運転
者の反応時間、視覚的な注意方向、必要に応じて方向指示器の使用等である。記録された
情報は、評価され、望ましい運転挙動と比較される。望ましい運転挙動と記録された運転
者応答との間の相関は、実行された指導作業についての目標達成あるいは運転者のスキル
レベルの決定若しくは定量化に用いられる。
【００１４】
　本発明の一実施形態によると、この方法は、望ましい運転挙動と運転者応答との間の相
関に基づいて目標達成を決定することを更に含むことができる。目標達成の追跡は、運転
者の進歩あるいはスキルレベルの追跡に用いるツールとすることができ、次には証明を与
えあるいは運転レッスンを評価するために用いることができる。
【００１５】
　本発明の一実施形態において、この方法は、複数の目標達成の決定を加算することによ
り累積された目標達成の決定を更に含むことができる。
【００１６】
　発明者らは、目標達成の定量化及び蓄積が、運転者の教育学的な発達ばかりでなく、例
えば手動のあるいは自動の分析及び指導システムの方法における異なるステップの適合と
いった、更なる使用にとっても有用であり得ることを理解した。本発明の状況において、
累積された目標達成の定量化は、運転者の進歩あるいは熟練に対応するスキルレベルの測
定を可能にするとともに、より低いレベルがより初心者である運転者に対応し、より高い
レベルがより熟練した運転者に対応するという、少なくとも２つの予め定められたスキル
レベルに定量化できる。好ましくは、より細かい定量化は、追加的に中級、及びおそらく
はトップの実行者あるいはエリートレベルを含めることになる。他の実施形態においては
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、限定するものではないが、１～１００の数値的な尺度といった、更に細かい尺度を有す
ることがより好ましい。
【００１７】
　スキルレベルは、運転者の全般的な運転の熟練、あるいは例証される領域、カテゴリー
または特定の指導作業のいずれか一つにおけるスキルレベルを示すことができる。有利に
は、この方法は、複数の指導作業における別個のスキルレベルの同時追跡を可能にすると
ともに、これらのスキルレベルに基づいた複数のカテゴリーにおけるスキルレベルの相関
の決定、翻って複数の領域におけるスキルレベルの決定、及び運転者の全般的な技術力の
決定を可能にする。スキルレベルのこの連鎖におけるいくつかの相関は強いが他の相関は
弱いあるいは存在しない場合があり得るし、指導的作業が複数のカテゴリーあるいは領域
に相関する場合があり得る。例えば、前方距離を保つ作業のスキルレベルは、安全な運転
及び効率的な運転の両方に、及びおそらくは各領域のいくつかのカテゴリーに相関し得る
。
【００１８】
　本発明の様々な実施形態による方法は、商業的な車両群の運転者をモニターして訓練す
るために有利に用いることもでき、車両群のマネージャは個々の運転者の特定の領域にお
ける改善を確認できる。この方法はまた、新しい車両あるいは難しい交通状況の取り扱い
を運転者に教育する効率的な方法をもたらし、個人的な指導の必要を減少させる。加えて
、目標達成の追跡は、運転者のあるいは車両群の運転者グループの「ゲーム」あるいは「
競争」として用いることができ、それによって、運転者が予め定められた目標に到達する
ための追加のインセンティブを与える。
【００１９】
　更に、商業車両の車両群の管理者は、安全性の挙動及び燃費の両方に関連して車両を最
適に運転するべく運転者を訓練する必要がある。改善された運転者挙動は、衝突関連の経
費、損耗関連の経費及び燃料費の形態におけるコストの削減に強く関連する。
【００２０】
　運転者の経験は、運転者に訓練のヒント及びコーチングをもたらすために、車両のイン
テリジェント車両システムと分析センターのオンライン接続の両方が用いられるもののひ
とつである。
【００２１】
　加えて、この方法は、目標達成あるいは累積された目標達成に基づいて指導システムに
割り当てる改善領域を選択することを含むことができる。
【００２２】
　割り当てられた改善領域において、指導メッセージにより示唆される望ましい挙動との
関係で運転者がどれだけ良好に実行するかを決定することにより、改善領域の今後の割当
てを制御できる。例えば、望ましい挙動と検出された挙動との間の相関が特定の作業につ
いて低い場合、指導システムは、運転者が少なくとももう１回、その作業を教育とともに
実行するべきであると決定できる。他方、望ましい挙動と検出された挙動との間の相関が
高い場合、運転者は更なる教育を必要とすることなくその作業を扱うことができると決定
できる。更に、記録された運転者の挙動をデータベースにもたらして、オフラインモード
での指導あるいは特定の運転者の様々な改善領域に関する熟練の追跡に使用するべく、更
に評価できる。記録された運転者挙動は、実行される作業の予定を定めあるいは更新する
ために用いることもできる。
【００２３】
　本発明の一実施形態によると、改善領域を割り当てることは、改善領域を運転者が手動
操作で割り当てること、改善領域を第三者が遠隔操作で割り当てること、あるいは改善領
域を指導システムが自動的に割り当てることを含む。特定タイプの運転イベントにとって
教育が望ましいことを運転者が理解している場合、あるいは例えば「燃料効率モード」と
いった特定モードの運転が必要とされる場合、改善領域の割当ては、例えば運転者により
実行できる。上述したように、改善領域は、車両群のマネージャにより、運転インストラ
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クタにより、あるいは特定の運転作業の熟練レベルの維持を狙いとして予定される指導統
治の一部として、前もってあるいは遠隔操作で設定することもできる。
【００２４】
　更に、本発明の一実施形態において、改善領域を運転者が手動で割り当てることの許容
度は、運転者について累積された目標達成に基づいて決定される。運転者が手動で改善領
域を割り当てる可能性を制御できることは、有利であり得る。例えばより高いスキルレベ
ルの運転者、例えばトップの実行者については、改善領域あるいは達成すべき目標の割り
当てが運転者に許可されており、かつそれについての責任の度合いを変更可能である場合
、効率的であり得るとともに運転者許容度のより高い程度に結びつく。より低いスキルレ
ベルの運転者、例えば初心者については、改善領域あるいは達成する目標の手動による割
当てを許容することは不適当であり、あるいは逆効果であり得る。累積された目標達成、
例えばスキルレベルに基づいて、改善領域を割り当てる度合いを変化させることは有利で
あり得る。この実施例において、運転者は、個人のスキルレベルが高まるにつれて個人の
改善領域を手動で割り当てるように指導システムが運転者を次第に促すことを経験し、そ
の結果として自動的に割り当てられた改善領域、好ましくは第三者、例えば車両群のマネ
ージャあるいは第三者のサービスプロバイダであり得るバックオフィスユニットにより割
り当てられる改善領域の数が減少する。
【００２５】
　本発明の一実施形態において、指導メッセージは、予め定められた複数の指導メッセー
ジから選択できる。指導メッセージあるいは与えられるメッセージの一部は、様々なイベ
ントについて定義された、複数の予め定められたメッセージから選択できる。しかしなが
ら、識別された運転状況及び運転者状況に応じてメッセージが適合されるので、メッセー
ジの生成を動的なものとすることもできる。
【００２６】
　更に、累積された目標達成に基づいて指導メッセージを選択できる。そのため、例えば
スキルレベルを参照すると、１つの運転状況についての指導メッセージは極めて記述的で
あるとともに初心の運転者のための指導を含むが、一方では中間運転者のための指導メッ
セージはサポートとなるヒントを含み、トップ実行者のための指導メッセージは自己評価
のための移動後レビューだけを含むことができる。
【００２７】
　本発明の一実施例による方法は、望ましい運転挙動のための今後の基準として、運転者
の記録された応答の使用を可能にする。例えば、燃費あるいは損耗の観点において、運転
者が望ましい運転挙動よりも良い結果を達成した場合、このことは、今後の望ましい運転
挙動としてこの記録された挙動を指導システムが用いることのきっかけとなり得る。
【００２８】
　本発明の別の態様によると、運転者に指導メッセージを与える車両内指導システムであ
って、多モードユーザーインターフェース、運転状況を判定するように構成された複数の
センサ、前記複数のセンサにより識別された運転状況及び割り当てられた改善領域に基づ
いて、所望の挙動を促すべく与えられる指導メッセージを決定するように構成された処理
装置、を備え、前記処理装置が、前記指導メッセージを、前記多モードユーザーインター
フェースを介して前記運転者に与えるように更に構成されているシステムが提供される。
多モードユーザーインターフェースは、オーディオ、音声、視覚的若しくは触覚的な出力
、あるいはそれらの組み合わせをユーザにもたらすように構成できる。視覚的な出力は、
例えば車両のフロントガラスに、あるいは車両の運転者に視覚的なメッセージを動的に与
えるための類似の設備に配置された、ヘッドアップディスプレー（ＨＵＤ）を含むことが
できる。更に、彼／彼女の注意を右側に向けるように運転者に促す警報が車両の右側から
来たように思えるように、オーディオあるいは音声出力を指向的なものとすることができ
る。
【００２９】
　本発明の一実施形態では、処理装置は、その指導作業に対する運転者の応答との関係に
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おいて、その指導作業についての望ましい挙動を評価するように、かつその評価結果をメ
モリー記憶装置に記憶するように、更に構成できる。メモリー記憶装置は、車両内に配置
して実施できるし、あるいは指導システムが通信するリモート記憶域とすることができる
。更に、作業が完了した直後に評価を実行し、あるいは外部システムによる後からの評価
のために作業及び応答を記憶することもできる。
【００３０】
　本発明のこの態様の更なる作用及び特徴は、本発明の以前の態様との関係において、上
に記載したものに類似している。
【００３１】
　本発明の別の態様によると、多モードユーザーインターフェースを含む車両内指導シス
テムを用いて車両内の運転者に指導メッセージを与えるためのコンピュータプログラム製
品を実現するコンピュータ可読媒体が提供され、そのコンピュータプログラム製品は、プ
ロセッサにより実行されるときに、指導作業を指導システムに割り当て、指導作業と運転
状況に基づいて指導作業を実行すべき運転状況を識別し、望ましい運転挙動を促す指導メ
ッセージを選択し、選択したメッセージを、多モードユーザーインターフェースを使用し
て運転者に与えるように構成されたコードを含む。
【００３２】
　処理装置は、好ましくは車両の制御装置、コンピュータ、サーバあるいは同様のものに
設けることができる。また、コンピュータ可読媒体は、脱着自在の不揮発性ランダムアク
セスメモリ、ハードディスクドライブ、フロッピー（登録商標）ディスク、ＣＤ―ＲＯＭ
、ＤＶＤ―ＲＯＭ、ＵＳＢメモリー、ＳＤメモリーカード、あるいは（現時点で及び将来
的に）公知の類似のコンピュータ可読媒体のうちの一つとすることができる。本発明は、
ソフトウェア及びハードウェア要素の組合せを用いて実施できる。
【００３３】
　本発明の更なる特徴及び利点は、添付の請求の範囲及び以下の説明を考慮するときに明
らかになる。本発明の範囲から逸脱しない範囲で、以下に説明するもの以外の実施形態を
作り出すために本発明の異なる特徴を組み合わせ得ることは、当業者が理解するところで
ある。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
　本発明の種々の態様は、その特定の特徴及び利点を含めて、以下の詳細な説明及び添付
の図面から容易に理解されうる。
【図１】その前端部に外部センサ及び座標系を有する車両の斜視図である。
【図２】内部センサを備えている車両の内部の斜視図である。
【図３】車両運転者の顔面及び頭部の座標系を図示している。
【図４】内部センサ及び多モードフィードバック手段を備える車両の内部の斜視図を示し
ている。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　ここで本発明について、添付の図面を参照しつつ、以下により完全に説明するが、そこ
においては本発明の目下のところ好ましい実施形態が示されている。しかしながら、本発
明は多くの異なる形態で実現できるとともに、本明細書に記載される実施形態に限定され
るものと解釈されるべきでなく、むしろこれらの実施形態は完璧性及び完全性のために与
えられており、本発明の範囲を当業者に完全に伝えるものである。類似の参照文字は、全
体にわたって類似の要素を指す。
【００３６】
　以下において、本発明は、車両の運転者に指導メッセージを与えるためのシステム及び
方法に関して記載される。この車両は、好ましくは、車両の運転者の情報を取り出すため
の内部センサと、車両の運転並びに車両の周囲環境の情報を取り出すための外部センサと
を備えている。より良い理解のためのために、内部及び外部のセンサは図１～図３に関連
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して記載される。
【００３７】
　図１は例示的な車両を示しており、本発明によるシステムを組み込むことができる車両
１００として図示されている。車両１００には、外部センサ１０４が設けられており、例
えば追い越し、車速、車両のヨーレイト等といった車両の動作、対象物、領域、車両の周
囲環境、例えば車線マーキング、道路標識、道路の曲線、周囲の車両等を検出するように
配置されている。外部センサ１０４は、例えばカメラあるいはレーダセンサとすることが
できる。好ましくは、カメラとレーダセンサの組合せを用いることができる。対象物の高
さと幅を決定するときにカメラが高い精度をもたらし、一方、対象物までの距離を決定す
るときにレーダセンサが高い精度をもたらすからである。これにより、周囲の対象物のサ
イズ、位置、速度、加速度、その他を決定できる。図２は、車両の運転者２０２を含む車
両１００の内部を図示している。車両１００には内部センサが設けられており、ここでは
カメラシステム２０４として図示されている。カメラシステム２０４は、車両を運転する
間における車両の運転者２０２の挙動を測定しかつ検出するように配置されて、車両の運
転者の目、顔面、頭部及び胴体の運動の少なくとも一つに関する情報を含む生理学的デー
タを表す、運転者の運動の入力信号を生成するように構成できる。
【００３８】
　更に、カメラシステム２０４は、運転者の顔面、頭部あるいは上部胴体の予め定められ
た数の位置に焦点を集めるように配置できる。これらの位置は、例えば、目、まぶた、眉
、鼻、口、頬、首、肩、腕等とすることができる。カメラシステム２０４は、車両を通常
運転する特定の運転者２０２のために予め較正し、あるいは運転者２０２が車両１００の
運転席に入る毎に較正できる。カメラシステム２０４が運転者の顔面あるいは頭部の異な
る位置を検出しているので、カメラシステム２０４にとって顔の挙動の推定が可能である
。したがって、カメラシステム２０４は、例えば頭部及び目の方向と動き、その派生物、
頭部の姿勢、眼球の左右の動き、頭部と眼球の左右の動きの組み合わせ、目を閉じること
、目を閉じる速さを検出できる。
【００３９】
　カメラシステム２０４はまた、運転者の頭部あるいは目の右回転あるいは左回転（ヨー
）３０５、上方あるいは下方への回転（ピッチ）３０６、または頭部が移動する場合にお
いて、右肩あるいは左肩に向かう傾き（ロール）３０７を検出することもできる。この情
報は、道路から目を離す方向への（及び／または特定の車両内の装備への）一瞥の周波数
分析及び持続時間に基づいた、注意散漫の最近及び現在のレベルを決定するために用いる
ことができる。道路から目を離す方向の長い一瞥は、一般的に安全性にとって有害である
。同じことは、運転者が前方の道路と（道路を見るバックミラーではない）第２の対象物
との間で繰り返して前後を見る、長時間の視覚的なタイムシェアリングにも当てはまる。
【００４０】
　更に、内部センサもまた、カメラシステム２０４に代えてあるいはそれに加えて、他の
タイプの運転者検出手段を含むことができる。これは、例えば、操舵挙動を検出するため
の操舵輪センサ、車両１００の一貫しない加速及び／または制動を検出するためのアクセ
ルペダル及び／またはブレーキペダルのセンサ、及び運転者２０２が情報エンターテイメ
ントシステム等の様々な機能のいずれかを調整しているかどうかを検出する車両１００の
様々なボタンのセンサ、を含むことができる。内部センサの更なる実施例には、運転者の
認識状態を監視するための呼吸分析センサあるいは瞳孔サイズセンサを含めることができ
る。更に他の実施例は、車線変更挙動を判定するための方向指示器の使用とすることがで
きる。
【００４１】
　図４を更に参照すると、車両１００には、運転者２０２に対し高品位のフィードバック
をもたらす多モードインタフェースが追加的に設けられている。図示の実施例において、
この多モードインタフェースは、典型的に車両１００のフロントガラスに一体化されたヘ
ッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）４０２を含んでいる。加えて、図４の多モードインタ
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フェースは、車両コンパートメント内の右側に配置されたスピーカ４０４と、車両コンパ
ートメント内の左側に配置された対応するスピーカ４０６を有している。加えて、指導シ
ステムの創意に富んだ概念に従って、例えば特定の指導の作業あるいは特定の指導の統治
をユーザが制御しあるいは割り当てることができるようにする、指導システムの制御イン
タフェイス４０８（例えばタッチスクリーン）を設けることができる。
【００４２】
　更に、本発明を大まかに参照すると、ヘッドアップディスプレイは、例えば右方向を指
す「矢印」４１０を作り出すことにより運転者が特定のやり方でふるまうように促す、異
なるタイプのグラフィック指示が運転者２０２に見えるように構成できる。やがて現れる
交通状況（すなわち車両の運転状況）により、中央車線４１４から右側車線４１６への車
線変更を運転者に促すフィードバックを与えるために、そのようなグラフィック指示は、
右側のスピーカ４０４から与えられる音声指示と組合せてヘッドアップディスプレイ４０
２に現れるように調整できる。
【００４３】
　本発明の更なる理解をもたらすために、以下に与える説明において、指導的メッセージ
を与える方法の概念がより詳細に例証される。
【００４４】
　この実施例において、指導システムに割り当てられる一般的な改善領域は「安全運転」
である。運転状況は、車両が中央車線４１４に位置しており、やがて現れる交差点が右側
車線４１６への車線変更を運転者に求めるというものである。指導システムがこの状況を
確認すると、ヘッドアップディスプレイ４０２の右上の角部に矢印４１０を示すとともに
「右側への車線変更」と言う音声メッセージを右側スピーカ４０４から与えることにより
、運転者は車線変更を実行すべきことが通知される。更にまた、指導システムは、車線変
更が安全である、すなわち右側車線に車両が存在しないことを保証するために、他の車両
安全システムからの情報を考慮することができ、それによって、その望ましい作業を遂行
することが最も安全であるときにメッセージが与えられるようにメッセージのタイミング
を調整できるようにする。詳しくは、車線維持挙動の指導は、車線内の位置の変化、（車
線マーキングまでの横方向の距離及び横方向の速度によって決まる）車線を横断するため
の推定時間の測定を含む。距離維持挙動の指導は、自車の速度、先行車両の速度、衝突ま
での推定時間、並びに縦速度の変動の測定を含み、縦速度の大きな変動は燃費にとって有
害である。更に、燃費を考慮するときには、ギヤ及び速度の選択が重要である。
【００４５】
　指導システム他の例示的な実施形態において、指導メッセージは、自動的にあるいは改
善のキー領域を決定する人（例えば車両群のマネージャあるいは第三者のサービスプロバ
イダ）によって、運転者の行為の分析が実行されるプロセスにより、更にサポートされる
。これらの改善領域は、運転者が車両に戻るときに起動する指導のためのベースとなる。
したがって、運転者は、これらの改善領域における指導及びフィードバック（及び彼／彼
女の行為の記録）を受ける。例えば、運転者の行為は、距離の維持（典型的に先行車に対
し短すぎる距離を維持する）及び燃費に関して不十分であり得る。したがって、運転者は
、距離を保つ挙動及び燃料の使用についての指導を受ける。この指導は、目標レベルと、
この目標レベルを満たす能力を含む。
【００４６】
　更に、指導システムは、与えられた指導の結果としての運転者の応答を検出して記録す
るとともに、運転者の望ましい挙動と実際の挙動を関連付ける評価を実行する。この評価
に基づいて「安全運転」の改善領域を再び定義できる。相関が高い場合は、やがて現れる
同じタイプのイベントについて指導メッセージが与えられないように、特定の作業を改善
の一般領域から取り除くことができる。代わりに、もしも相関が低い場合は、同じタイプ
のやがて現れるイベントについて少なくとも所定の回数の指導メッセージを与えるべく、
「安全運転」の改善領域を再び定義できる。
【００４７】
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　加えて、指導システムは、更に挙動の定量化を可能にするべくイベントをカテゴリー化
することができる。「安全運転」の改善領域を参照する実施例において、イベントは、建
設的なフィードバック及び学習のための「ネガティブ」イベントに、あるいは肯定的なフ
ィードバック及び強化のための「ポジティブ」イベントにカテゴリー化することができる
。加えて、この実施例においては、前述したカテゴリーの各々を「ネガティブ」イベント
は「でき事」、「ニアミス」あるいは「事故」というサブカテゴリに分けることができる
。「でき事」において、運転者は、予め定められた基準、例えば好ましい運転挙動に従っ
て、安全に行動することに失敗している。「ニアミス」は、運転者が、行動する時間を有
していたにもかかわらず、行動を失敗した後に衝突をかろうじて逃れたこと示している。
最後に「事故」においては、運転者は衝突に巻き込まれている。同様に「ポジティブ」イ
ベントは、「回避した」、「逃れた」、「軽減された」とすることができる。「回避した
」イベントは、危険な状況に終わり得たイベントを、先を見越して回避したことを意味す
る。「逃れた」イベントにおいては、運転者は潜在的に危険なイベントを能動的にかつ首
尾よく回避した。安全性が危険な状況の衝撃を運転者が能動的にかつ首尾よく低減させた
イベントは、「軽減された」にカテゴリー化される。より詳細な実施例は、状況の観点か
ら説明できる。注意散漫の警告を受けた運転者は「でき事」に遭った。道路から目を離し
たという警告の後、同時にアプローチ車線内にドリフトした運転者は「ニアミス」に遭っ
た。「ニアミス」を経験した運転者が接近している車両に衝突した場合は「事故」に分類
される。他の状況において、厳しい交通状況に先だって先を見越して車速を低下させた運
転者は「回避した」と分類されるイベントに遭った。急ブレーキを掛けた先行車を回避す
るために運転者がブレーキを掛けてそれる状況は、「逃れた」イベントに分類される。そ
して、この状況の運転者が首尾よく速度を低下させたが衝突を回避できなかった場合は、
「軽減した」イベントに分類される。例証したカテゴリー化は、例えば運転行為のスコア
といった、１種類の目標の達成を可能にする。前述したカテゴリーは、１つの別個の状況
において評価できるスコア、あるいは例えば技術レベルといった累積された目標達成を構
築するために用いられるスコアに有利に対応し得る。「回避した」イベントは運転者に高
いポジティブスコアを与え、「逃れた」イベントは中程度のポジティブスコアを与え、か
つ「軽減した」イベントは小さいスコアである。それに応じて「でき事」は小さい罰則を
下し、「ニアミス」は中間の罰則を意味し、かつ「事故」は高い罰則を与える。イベント
の評価は、運転状況を考慮に入れることもできる。
【００４８】
　本発明の他の例示の実施形態において、車両にともに乗っている運転インストラクタに
よって与えられるのに似たフィードバックが運転者に与えられる。運転インストラクタを
助手席に座らせる代わりに、車両は、予め録音してあるメッセージ、彼／彼女が誤ってし
たこと及びそれに代えてすべきであったことを運転者に指示する視覚的、触覚型／触覚的
及び音響的なフィードバックが使用可能になる。このシステムは、交通規則のさまざまな
違反を検出するとともに、運転者に指摘しかつ説明することにより、車両内の運転教育者
がそうするようにタイムリーにフィードバックすることができる。
【００４９】
　１つの実施例において、指導は、車両群のマネージャあるいは第三者のサービスプロバ
イダとすることができるバックオフィスユニットにより管理される。記録された運転デー
タは、バックオフィスユニットにリアルタイムで流れる。このユニットは、運転者の行為
を判定するために自動的な分析及び手動的な分析を利用し、次いで運転者の行為は指導の
内容及び今後のステップを適合させるために用いられ、かつ運転者にフィードバックされ
る。
【００５０】
　指導モードは、車載運転支持システムの感度を高めることを更に含み、指導モードにお
いて、それらがより容易に起動するようにする。これは、ドライバにとってより直接的な
フィードバックを可能にする。反対に、非指導モードにおいてはシステムの感度は鋭敏で
はない。
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【００５１】
　指導システムは、自己評価及び更なる指導のために運転後のレビューとして運転者に示
される教育学的な指導メッセージを作り出すために、以前に記録されたイベントの（ビデ
オを含む）データベースを利用できる。同様に、このデータベースは、車両群のマネージ
ャ、同僚の運転者、または初心者あるいは１０代の運転者の場合には運転インストラクタ
あるいは親がモニターし、かつフォローアップすることができる。
【００５２】
　１つの実施例において、運転者は、初心者、中間、熟練した、あるいはトップの実行者
に分類できる。運転者の技術は作業に依存するので、１人の人物が、１つの作業において
は熟練しているが、それと同時に他の作業においては初心者となり得る。したがって、こ
の実施例において、技術力の推定が作業に依存することは極めて重要である。１人の人物
は、ドッキングベイへの後退においては極めて熟練しているが、それと同時に、（気が散
ることなしに）運転している間に注意を怠らないことには初心者であり得る。
【００５３】
　スキルレベルは、コーチングあるいは指導の構成がスキルレベルに基づいて適合される
フレームワークにおいて、更に用いることができる。運転者の所与の作業についての能力
が初心者であると考えられるときに、指導メッセージは、如何にして作業を首尾良く遂行
するかについての段階的な指導を特定する、事実上教育的なものになる。また、システム
あるいは車両群のマネージャは、典型的に、初心者の運転者のために目標レベルを設定す
るとともに、運転者の行為をフォローアップする。同様に、中間の運転者は、よりコーチ
ング的なやり方で教えられ、指導メッセージは、段階的な指導ではなくヒント及び心得に
よって定められる。システムあるいは車両群のマネージャは、行為についてのフィードバ
ックを与える。更に運転者は、目標設定の一部である。熟練した運転者は、より多くのコ
ーチング及びサポート情報を用いて教育される。システムは、運転者が正しい決定をしか
つ良好に行動するようにサポートする。例えば、熟練した運転者について、フィードバッ
クループは、バックオフィスによる監視及びフィードバックではなく自己学習ツールをそ
の代わりに含むことができ、運転者が自分自身の目標設定に対して責任があるとともに行
為をフォローアップする。トップの実行者であると考えられる運転者については、教える
ことは最低限に設定され、その代わりに運転者は目標を設定して行為をモニターすること
を促される。運転者の行為は、他の運転者を測定する同僚基準の基礎として更に用いるこ
とができる。ドッキングベイにトレーラを後退させようとしている個別指導が起動してい
る初心者の運転者は、例えば作業を完了させるために、トラックを後退させる前にどのよ
うに位置決めするか、後退に適した速度、視覚的な挙動及びミラーの使用といった、彼の
行為に対する連続したフィードバックを受ける。より高度な実施形態において、初心者の
運転者は、後退し始める前のトラックの最適位置並びにドッキングベイに対する最適な進
入路を、地図ベースの図面によってサポートされる。最適な経路からのずれが検出された
場合は、リアルタイムの警報が更にあり得る。幅が狭く曲がった道路上でトラックトレー
ラの組合せを運転している初心者の運転者は、その道路部分に入る前に如何にしてトラッ
クの位置を定めるかについてのヒント（すなわち、接近する車両に衝突するリスクなしに
、同時にトレーラを道路の側溝に脱落させるリスクなしに、カーブを切り抜ける正しい量
）を与える、最適な経路についての個別指導を受けることができる。最適な運転の仕方を
厳守する能力、速度の選択及び接近する車両の取り扱いについてのフィードバックを受け
る。ロータリーあるいは他の幅の狭い道路部分に入りつつある運転者は、周囲の車両、並
びにトラック及びトレーラが何かに衝突することなしに安全にハードルを通り抜けること
ができるようにすることの両方について考慮する必要がある。初心者の運転者には、カー
ブ走行を最後には終えるか、あるいは他の道路ユーザを邪魔するかという、車両を正しい
やり方で位置決めすることの問題があり得る。
【００５４】
　指導モードに使用するＨＭＩ法の実施例には、以下が含まれる。
　－　速度の最適な選択は、速度計（あるいはヘッドアップディスプレイ、あるいは別個
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のディスプレイ）に光あるいはシンボルで示すことができる。
　－　ギヤの選択は、クラスタディスプレイ、ヘッドアップディスプレイあるいは別個の
ディスプレイに表示できる。
　－　ギヤチェンジのタイミングは、タコメーター上の光あるいはシンボルで示すことが
できる。
　－　ブレーキングの適切な開始（及びブレーキシステム、例えば足踏みペダルあるいは
リターダレバーの選択）を示すことができる。
　－　すべての指示は、運転者がその操作を準備できるように、オプションとしてカウン
トダウンタイマーとともに表示することができる。
　－　流れるライト（間隔を開けて並ぶように配置されるとともに相次いで点灯して運転
者の目を特定の位置から異なる位置に導くライト）を用いて、運転者が特定の領域をタイ
ムリーに注目するように促すことができる。それに代えて、戦略的に配置したライトを点
灯させて運転者が特定の方向を見るように促す（例えば、右側のミラーに埋め込んだライ
トを用いてそのミラーを見るように運転者を促す）ことができる。
　－　段階的な指示をグラフィックディスプレイ上にリストアップして、次に取るアクシ
ョンを強調できる。
　－　力のフィードバックは、特定の動作を実行しないように運転者を導くために用いる
ことができる。例えば、運転者が速度を低下させるべきである場合に、運転者がアクセル
ペダルを押し下げようとすると、アクセルペダルが「重い」感触あるいは振動すら感じさ
せるようにすることができる。あるいは、運転者が変速しようとするが最適なギヤに既に
入っている場合、変速レバーは、運転者が変速レバーを切り換えようとするときに「重い
」感じあるいは振動で応答できる。先行車両までの距離の改善に集中していると思われる
運転者は、先行車に対する距離を狭めようとするときにアクセルペダルを介して力のフィ
ードバックを受け、同様に先行車両が速度を低下させて結果的に自車と先行車両の間の距
離が狭まるときに運転者は力のフィードバックを受けて、運転者はそれ相応に速度を低下
させるように促される。
【００５５】
　更にまた、一実施例において、指導は、運転者が、スマートフォン、ウェブインターフ
ェースあるいは類似のものを介してフィードバック並びに指示を受けるオフラインの部分
を含むことができる。次に、オフラインの評価及び分析は、分類されたビデオデータを利
用して、運転者の能力を改善する必要のある特定の領域に関連する良好なあるいは悪い挙
動を示す実例が運転者に与えられるようにする。例えば、運転者が距離を保つ能力の改善
を必要とする場合、この問題により運転者の（あるいは同僚運転者の）運転挙動が事故に
あるいはほぼ事故に結びついたとき、及び良好な距離を保つ能力が潜在的に危険な状況の
回避を助けたときの実例である。
【００５６】
　本発明の一実施形態において、指導モードはまた、改善領域が、運転が行われるとき（
例えば夜間）、あるいは場所（都市部での運転、ハイウェイ等）、あるいは運転のタイプ
（後退、巡航、山登り）、あるいは車両のタイプ（特に長いあるいは重い車両）、あるい
はこれらの組合せをベースとするスキームに関与させることもできる。
【００５７】
　その特定の例証的な実施形態に関連させて本発明を説明してきたが、多くの異なる変更
、修正等は当業者にとって明らかになる。開示された実施形態に対する変形は、図面、開
示及び添付の請求の範囲の考慮から、クレームされた発明を実施する際に当業者が理解し
かつ達成できる。例えば、本発明は、主にいくつかの実施形態に関連させて上に説明して
きた。しかしながら、当業者が容易に理解するように、添付の請求の範囲により定められ
る本発明の範囲内において、上に開示したもの以外の別の実施形態もまた等しく可能であ
る。例えば、本発明は、トラック、バス、ダンプトラック、ホイールローダ及び上記した
車両以外の別のタイプの車両にも適用できる。
【００５８】
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　更にまた、指導的な作業が、例えば燃費のよい運転、快適な運転、あるいは車両の損耗
を最小化する運転に関連付けられる広範囲にわたる望ましい挙動に関連できることは、当
業者が容易に理解するところである。
【００５９】
　請求項において、「含む」という語は他の要素あるいはステップを排除せず、かつ不定
冠詞「ａ」あるいは「ａｎ」は複数を排除しない。単一のコンピュータあるいは他のユニ
ットは、請求項に記載されているいくつかの品目の機能を成し遂げることができる。複数
の特定の手段が互いに異なる従属請求項に記載されているという単なる事実は、これらの
手段の組合せを有利に使用することができないということを示すものではない。
【符号の説明】
【００６０】
　１００　車両
　１０４　外部センサ
　２０２　運転者
　２０４　カメラシステム
　３０５　ヨー
　３０６　ピッチ
　３０７　ロール
　４０２　ヘッドアップディスプレイ
　４０４　スピーカ
　４０６　スピーカ
　４１０　矢印
　４１４　中央車線
　４１６　右側車線

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月4日(2014.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多モードユーザーインターフェースを含む車両内指導システムを用いて車両内の運転者
に指導メッセージを与える方法であって、
　前記車両が前記運転車の運転状況を決定するように構成された複数のセンサを備え、
　前記方法は、
　－　少なくとも一つの指導作業を含む少なくとも一つの改善領域を前記指導システムに
割り当てるとともに、複数の予め定められた異なるカテゴリーの改善のうちの一つに異な
る改善領域を関連付ける段階、
　－　車両に設けられている複数のセンサを用いて指導作業を実行すべき運転状況を識別
する段階、
　－　前記指導作業及び前記運転状況に基づいて、望ましい運転挙動を促す指導メッセー
ジを選択する段階、
　－　前記選択された指導メッセージを、前記多モードユーザーインターフェースを使用
して前記ドライバに与える段階、
　－　前記与えられた指導メッセージに対する運転者の応答を記録する段階、
　－　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関を決定する段階、
　－　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関に基づいて目標達成を判定
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する段階、
　及び
　－　前記目標達成に基づいて、前記指導システムに割り当てる更なる改善領域を選択す
る段階、
　を備え、
　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関を決定する段階が、複数の予め
定められたカテゴリーの改善のうちの少なくとも一つに運転者の応答を関連づけることを
含み、かつ
　前記指導システムに割り当てる更なる改善領域を選択する段階が、前記複数の予め定め
られたカテゴリーの改善に対する先の割り当てに更に基づいている、方法。
【請求項２】
　複数の決定された目標達成を加算することにより累積された目標達成を決定する段階、
を更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　累積された目標達成に基づいて、前記指導システムに割り当てる改善領域を選択するこ
とを更に含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　改善領域を割り当てることが、改善領域を運転者が手動操作で割り当てること、改善領
域を第三者が遠隔操作で割り当てること、あるいは改善領域を指導システムが自動的に割
り当てることを含む、請求項１乃至３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　改善領域を運転者が手動で割り当てることの許容度が、前記運転者について累積された
目標達成に基づいて決定される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記改善領域がバックオフィスユニットによって割り当てられる、請求項１乃至５のい
ずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記運転状況及び前記対応する指導作業が記録されて、前記運転者がオフライン状態で
再検討できるようにし、それによって前記運転者が更なる指導メッセージを受けられるよ
うにする、請求項１乃至６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記指導メッセージが予め定められた複数の指導メッセージから選択される、請求項１
乃至７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記指導メッセージが、累積された目標達成に基づいて選択される、請求項２乃至８の
いずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の指導メッセージが各指導作業についての詳細の度合いが異なる複数の指導メ
ッセージから成る、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記記録された運転者の応答が、望ましい運転挙動についての今後の基準として使用さ
れる、請求項２乃至１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　車両内の運転者に指導メッセージを与える車両内指導システムであって、
　－　多モードユーザーインターフェース、
　－　前記車両に設けられるとともに運転状況を判定するように構成された複数のセンサ
、
　－　処理装置であって、
　　－　少なくとも一つの指導作業を含む少なくとも一つの改善領域を前記指導システム
に割り当てるとともに、異なる改善領域が、複数の予め定められた異なるカテゴリーの改
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善のうちの一つに関連づけられており、
　　－　車両に設けられている複数のセンサを用いて指導作業を実行すべき運転状況を識
別し、
　　－　前記指導作業及び前記運転状況に基づいて、望ましい運転挙動を促す指導メッセ
ージを選択し、
　　－　前記選択された指導メッセージを、前記多モードユーザーインターフェースを使
用して前記ドライバに与え、
　　－　前記与えられた指導メッセージに対する運転者の応答を記録し、
　　－　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関を決定し、
　　－　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関に基づいて目標達成を決
定し、
　及び
　　－　前記目標達成に基づいて、前記指導システムに割り当てる改善領域を選択し、
　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関を決定することが、複数の予め
定められたカテゴリーの改善のうちの少なくとも一つに運転者の応答を関連づけることを
含み、かつ
　前記指導システムに割り当てる更なる改善領域を選択する段階が、前記複数の予め定め
られたカテゴリーの改善に対する先の割り当てに更に基づいている、ように構成された処
理装置、を備えるシステム。
【請求項１３】
　多モードユーザーインターフェースを含む車両内指導システムを用いて車両内の運転者
に指導メッセージを与えるコンピュータプログラム製品を実現するコンピュータ可読媒体
であって、
　前記車両は前記運転車の運転状況を判定するように構成された複数のセンサを備えてお
り、
　前記コンピュータプログラム製品は、プロセッサにより実行されるときに、
　－　少なくとも一つの指導作業を含む少なくとも一つの改善の領域を前記指導システム
に割り当てるとともに、異なる改善領域が複数の予め定められた異なるカテゴリーの改善
のうちの一つに関連付けられており、
　－　車両に設けられている複数のセンサを用いて指導作業を実行すべき運転状況を識別
し、
　－　前記指導作業及び前記運転状況に基づいて、望ましい運転挙動を促す指導メッセー
ジを選択し、
　－　前記選択された指導メッセージを、前記多モードユーザーインターフェースを使用
して前記ドライバに与え、
　－　前記与えられた指導メッセージに対する運転者の応答を記録し、
　－　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関を決定し、
　－　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関に基づいて目標達成を決定
し、
　及び
　－　前記目標達成に基づいて前記指導システムに割り当てる更なる改善領域を選択し、
　前記望ましい運転挙動と前記運転者の応答との間の相関を決定することが、複数の予め
定められたカテゴリーの改善のうちの少なくとも一つに前記運転者応答を関連づけること
を含み、かつ
　前記指導システムに割り当てる更なる改善領域を選択する段階が、前記複数の予め定め
られたカテゴリーの改善に対する先の割り当てに更に基づいている、
　ように構成されたコードを含んでいる、コンピュータ可読媒体。
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